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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の画像を読み取り、読取画像データを生成する画像読取手段と、
　印刷のために生成される印刷画像データを印刷する画像形成手段と、
　読取画像データを外部のコンピュータに転送するとともに、前記外部のコンピュータに
よって生成された印刷画像データを、前記画像形成手段に転送する転送手段と
　を有するデジタル複写機であって、
　前記転送手段は、
　前記画像形成手段の動作タイミングの制御信号を発生する第１信号発生器と、
　読取画像データおよび印刷画像データを、共通のバスを経由して、交互に転送する交互
転送手段と、を有し、
　前記制御信号は、プリントイネーブル信号と等価であり、かつ、画素単位での動作タイ
ミングに基づくクロック信号あるいはライン単位での動作タイミングに基づく水平同期信
号からなり、
　前記交互転送手段は、
　前記制御信号を反転したスキャンイネーブル信号を発生する第２信号発生器と、
　前記画像読取手段によって生成された読取画像データを、一時記憶する第１読取バッフ
ァと、
　前記外部のコンピュータに転送するため、前記第１読取バッファから前記バスを経由し
て転送された読取画像データを、一時記憶する第２読取バッファと、
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　前記外部のコンピュータからの印刷画像データを、一時記憶する第１印刷バッファと、
　前記画像形成手段によって印刷するため、前記第１印刷バッファから前記バスを経由し
て転送された印刷画像データを、一時記憶する第２印刷バッファと、
　を有しており、
　前記画像読取手段によって生成された前記読取画像データは、前記スキャンイネーブル
信号の立ち上がりに応じて、前記第１読取バッファから前記第２読取バッファへ転送され
、
　前記外部のコンピュータからの前記印刷画像データは、前記プリントイネーブル信号の
立ち上がりに応じて、前記第１印刷バッファから前記第２印刷バッファへ転送される
　ことを特徴とするデジタル複写機。
【請求項２】
　前記制御信号は、画素単位での動作タイミングに基づくクロック信号であり、
　前記第１読取バッファから取り出される１画素分の読取画像データと前記第１印刷バッ
ファから取り出される１画素分の印刷画像データとを、前記バスを経由して、交互に転送
する
　ことを特徴とする請求項１に記載のデジタル複写機。
【請求項３】
　前記制御信号は、ライン単位での動作タイミングに基づく水平同期信号であり、
　前記第１読取バッファから取り出される１ライン分の画素の読取画像データと前記第１
印刷バッファから取り出される１ライン分の画素の印刷画像データとを、前記バスを経由
して、交互に転送する
　ことを特徴とする請求項１に記載のデジタル複写機。
【請求項４】
　原稿の画像を読み取り、読取画像データを生成する画像読取手段と、
　印刷のために生成される印刷画像データを印刷する画像形成手段と、
　読取画像データを外部のコンピュータに転送するとともに、前記外部のコンピュータに
よって生成された印刷画像データを、前記画像形成手段に転送する転送手段と
　を有するデジタル複写機における画像データの転送方法であって、
　前記画像形成手段の動作タイミングの制御信号を発生する信号発生工程と、
　読取画像データと印刷画像データとを、共通のバスを経由して、交互に転送する交互転
送工程と、を有し、
　前記制御信号は、プリントイネーブル信号と等価であり、かつ、画素単位での動作タイ
ミングに基づくクロック信号あるいはライン単位での動作タイミングに基づく水平同期信
号からなり、
　前記交互転送工程は、
　前記制御信号を反転したスキャンイネーブル信号を発生する信号発生工程と、
　前記画像読取手段によって生成された読取画像データを、前記転送手段の第１読取バッ
ファに一時記憶する工程と、
　前記外部のコンピュータに転送するため、前記第１読取バッファから前記バスを経由し
て転送された読取画像データを、前記転送手段の第２読取バッファに一時記憶する工程と
、
　前記外部のコンピュータからの印刷画像データを、前記転送手段の第１印刷バッファに
一時記憶する工程と、
　前記画像形成手段によって印刷するため、前記第１印刷バッファから前記バスを経由し
て転送された印刷画像データを、前記転送手段の第２印刷バッファに一時記憶する工程と
、
　を有し、
　前記画像読取手段によって生成された前記読取画像データは、前記スキャンイネーブル
信号の立ち上がりに応じて、前記第１読取バッファから前記第２読取バッファへ転送され
、
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　前記外部のコンピュータからの前記印刷画像データは、前記プリントイネーブル信号の
立ち上がりに応じて、前記第１印刷バッファから前記第２印刷バッファへ転送される
　ことを特徴とするデジタル複写機における画像データの転送方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、デジタル複写機における画像データの転送装置および転送方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、プリンタの機能を有するデジタル複写機が用いられている。当該デジタル複写機は
、画像読取部とプリント部とを備える複写機部、複写機部をプリンタとして機能させるた
めのコントローラ、および、複写機部とコントローラとを接続するためのバスを有する。
【０００３】
画像読取部は、原稿の画像を読み取り、読取画像データを生成する。プリント部は、印刷
のために生成される印刷画像データを印刷する。コントローラは、画像読取部から出力さ
れる読取画像データを、クライアントコンピュータに転送する機能と、クライアントコン
ピュータから出力される印刷画像データを、プリント部に転送する機能とを有する。
【０００４】
画像読取部から出力される読取画像データは、クライアントコンピュータに転送される場
合、まず、バスを経由して、コントローラに転送される。一方、クライアントコンピュー
タからコントローラに入力された印刷画像データは、同一のバスを経由して、プリント部
に転送される。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、画像データが転送される間、バスが占有されるため、読取画像データを画像読取
部から外部のコンピュータに転送する画像読取動作と、印刷画像データを外部のコンピュ
ータからプリント部に転送する印刷動作とは、同時に実行できない。
【０００６】
一方、このような不具合を改善する方法の１つとして、読取画像データを転送するための
バスと印刷画像データを転送するためのバスとを、別々に設けることが考えられる。しか
し、専用のバスとした場合、それぞれのバスに対応して、画像データを転送するためのハ
ードウエアも必要となるため、装置の小型化が困難であり、またコストアップを招くとい
う問題が発生する。
【０００７】
本発明は、このような従来の問題を解決するために成されたものであり、読取画像データ
を画像読取部から外部のコンピュータに転送する画像読取動作と、印刷画像データを外部
のコンピュータからプリント部に転送する印刷動作とを、共通のバスを使用して、同時に
実行できるデジタル複写機および画像データの転送方法の提供を目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するための本発明は次のように構成される。
【０００９】
　（１）原稿の画像を読み取り、読取画像データを生成する画像読取手段と、
　印刷のために生成される印刷画像データを印刷する画像形成手段と、
　読取画像データを外部のコンピュータに転送するとともに、前記外部のコンピュータに
よって生成された印刷画像データを、前記画像形成手段に転送する転送手段と
　を有するデジタル複写機であって、
　前記転送手段は、
　前記画像形成手段の動作タイミングの制御信号を発生する第１信号発生器と、
　読取画像データおよび印刷画像データを、共通のバスを経由して、交互に転送する交互
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転送手段と、を有し、
　前記制御信号は、プリントイネーブル信号と等価であり、かつ、画素単位での動作タイ
ミングに基づくクロック信号あるいはライン単位での動作タイミングに基づく水平同期信
号からなり、
　前記交互転送手段は、
　前記制御信号を反転したスキャンイネーブル信号を発生する第２信号発生器と、
　前記画像読取手段によって生成された読取画像データを、一時記憶する第１読取バッフ
ァと、
　前記外部のコンピュータに転送するため、前記第１読取バッファから前記バスを経由し
て転送された読取画像データを、一時記憶する第２読取バッファと、
　前記外部のコンピュータからの印刷画像データを、一時記憶する第１印刷バッファと、
　前記画像形成手段によって印刷するため、前記第１印刷バッファから前記バスを経由し
て転送された印刷画像データを、一時記憶する第２印刷バッファと、
　を有しており、
　前記画像読取手段によって生成された前記読取画像データは、前記スキャンイネーブル
信号の立ち上がりに応じて、前記第１読取バッファから前記第２読取バッファへ転送され
、
　前記外部のコンピュータからの前記印刷画像データは、前記プリントイネーブル信号の
立ち上がりに応じて、前記第１印刷バッファから前記第２印刷バッファへ転送される
　ことを特徴とするデジタル複写機。
【００１０】
　（２）前記制御信号は、画素単位での動作タイミングに基づくクロック信号であり、
　前記第１読取バッファから取り出される１画素分の読取画像データと前記第１印刷バッ
ファから取り出される１画素分の印刷画像データとを、前記バスを経由して、交互に転送
する
　ことを特徴とする上記（１）に記載のデジタル複写機。
【００１１】
　（３）前記制御信号は、ライン単位での動作タイミングに基づく水平同期信号であり、
　前記第１読取バッファから取り出される１ライン分の画素の読取画像データと前記第１
印刷バッファから取り出される１ライン分の画素の印刷画像データとを、前記バスを経由
して、交互に転送する
　ことを特徴とする上記（１）に記載のデジタル複写機。
【００１２】
　（４）原稿の画像を読み取り、読取画像データを生成する画像読取手段と、
　印刷のために生成される印刷画像データを印刷する画像形成手段と、
　読取画像データを外部のコンピュータに転送するとともに、前記外部のコンピュータに
よって生成された印刷画像データを、前記画像形成手段に転送する転送手段と
　を有するデジタル複写機における画像データの転送方法であって、
　前記画像形成手段の動作タイミングの制御信号を発生する信号発生工程と、
　読取画像データと印刷画像データとを、共通のバスを経由して、交互に転送する交互転
送工程と、を有し、
　前記制御信号は、プリントイネーブル信号と等価であり、かつ、画素単位での動作タイ
ミングに基づくクロック信号あるいはライン単位での動作タイミングに基づく水平同期信
号からなり、
　前記交互転送工程は、
　前記制御信号を反転したスキャンイネーブル信号を発生する信号発生工程と、
　前記画像読取手段によって生成された読取画像データを、前記転送手段の第１読取バッ
ファに一時記憶する工程と、
　前記外部のコンピュータに転送するため、前記第１読取バッファから前記バスを経由し
て転送された読取画像データを、前記転送手段の第２読取バッファに一時記憶する工程と
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、
　前記外部のコンピュータからの印刷画像データを、前記転送手段の第１印刷バッファに
一時記憶する工程と、
　前記画像形成手段によって印刷するため、前記第１印刷バッファから前記バスを経由し
て転送された印刷画像データを、前記転送手段の第２印刷バッファに一時記憶する工程と
、
　を有し、
　前記画像読取手段によって生成された前記読取画像データは、前記スキャンイネーブル
信号の立ち上がりに応じて、前記第１読取バッファから前記第２読取バッファへ転送され
、
　前記外部のコンピュータからの前記印刷画像データは、前記プリントイネーブル信号の
立ち上がりに応じて、前記第１印刷バッファから前記第２印刷バッファへ転送される
　ことを特徴とするデジタル複写機における画像データの転送方法。
【００１３】
【発明の実施の形態】
次に、本発明に係るデジタル複写機の実施の形態を図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
［実施の形態１］
図１に示されるデジタル複写機１０は、複写機としての機能する複写機部２０、複写機部
２０と外部のコンピュータ５０との間における画像データの転送を制御するコントローラ
３０、および複写機部２０とコントローラ３０とを接続する共通のバス４０を有する。
【００１５】
複写機部２０は、画像読取部２２・選択器２３・表色系変換部２４・プリント部２５・第
１信号発生器２６・第２信号発生器２７・読取バッファ２８および印刷バッファ２９を有
している。
【００１６】
画像読取部２２は、原稿の画像を読み取り、ＲＧＢの各色毎の読取画像データを、順次生
成する。読取画像データは、Ｒ（レッド）・Ｇ（グリーン）およびＢ（ブルー）の３色か
ら構成される画像データであり、１画素当たり２５６階調で表現される８ビットデータで
ある。選択器２３は、画像読取部２２によって生成される読取画像データの出力先を、コ
ピーイネーブル信号に基づいて選択する。出力先は、表色系変換部２４あるいは読取バッ
ファ２８である。コピーイネーブル信号は、操作パネルを使用した指示に基づいており、
画像読取部２２に載置される原稿の画像をプリント部２５で印刷する複写動作の指示の場
合には「ＨＩ」となり、読取画像データを画像読取部から外部のコンピュータに転送する
画像読取動作の指示の場合には「ＬＯ」となる。なお、「ＨＩ」は、信号の立ち上がりを
意味し、「ＬＯ」は、信号の立ち下がりを意味する。
【００１７】
表色系変換部２４は、読取画像データを、印刷画像データに変換する。印刷画像データは
、Ｃ（シアン）・Ｍ（マゼンダ）・Ｙ（イエロー）・Ｋ（ブラック）の４色から構成され
る印刷用の画像データである。プリント部２５は、印刷画像データを印刷する。第１信号
発生器２６は、図２に示されるクロック信号を発生する装置である。クロック信号は、い
わゆる画素クロックであり、画素単位での動作タイミングの制御信号である。第２信号発
生器２７は、クロック信号に基づいて、クロック信号を反転した信号であるスキャンイネ
ーブル信号を発生する。
【００１８】
読取バッファ２８は、画像読取部２２からの読取画像データを一時記憶する一方、スキャ
ンイネーブル信号に基づいて、記憶している読取画像データを、画素単位でコントローラ
３０に転送する。印刷バッファ２９は、コントローラ３０からの印刷画像データを一時記
憶する一方、プリントイネーブル信号に基づいて、記憶している印刷画像データを、画素
単位でプリント部２５に転送する。なお、プリントイネーブル信号は、クロック信号に等
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価な信号である。
【００１９】
バス４０は、図３に明確に示すように、複写機部２０からコントローラ３０にプリントイ
ネーブル信号が転送される信号線４０Ａと、読取画像データおよび印刷画像データが色毎
かつ画素単位でシリアルに転送されるバス部４０Ｂを有する。バス部４０Ｂは、８ビット
の画像データを転送するため、束ねられた８本の信号線から構成されている。
【００２０】
コントローラ３０は、第２信号発生器３２・読取バッファ３４および印刷バッファ３６を
有している。
【００２１】
第２信号発生器３２は、複写機部２０から信号線４０Ａを経由して転送されるプリントイ
ネーブル信号に基づいて、スキャンイネーブル信号を出力する。読取バッファ３４は、複
写機部２０の読取バッファ２８からバス部４０Ｂを経由して出力される読取画像データを
、一時記憶する一方、スキャンイネーブル信号に基づいて、記憶している読取画像データ
を、画素単位で、外部のコンピュータ５０に転送する。印刷バッファ３６は、外部のコン
ピュータ５０からの印刷画像データを一時記憶する一方、プリントイネーブル信号に基づ
いて、記憶している印刷画像データを、画素単位で複写機部２０の印刷バッファ２９に転
送する。
【００２２】
つまり、デジタル複写機１０は、読取画像データを外部のコンピュータ５０に転送すると
ともに、外部のコンピュータ５０によって生成された印刷画像データを、プリント部２５
に転送する転送手段を有する。具体的には、転送手段は、クロック信号を発生する第１信
号発生器（クロック信号発生手段）２６と、クロック信号の立ち上がりと立ち下がりとに
応じて、読取画像データおよび印刷画像データを、共通のバス４０を経由して、交互に転
送する交互転送手段（第２信号発生器２７・読取バッファ２８・印刷バッファ２９・第２
信号発生器３２・読取バッファ３４および印刷バッファ３６）とによって、構成される。
【００２３】
次に、画像読取部２２に載置される原稿の画像をプリント部２５で印刷する複写動作を説
明する。
【００２４】
操作パネルを使用して複写が指示されると、コピーイネーブル信号が「ＨＩ」になり、選
択部２３は、画像読取部２２と表色系変換部２４とを接続する。画像読取部２２は、原稿
の画像を読み取り、読取画像データを生成し、当該読取画像データは、表色系変換部２４
に入力される。表色系変換部２４は、ＲＧＢ画像データである読取画像データを、ＣＭＹ
Ｋ画像データである印刷画像データに変換し、プリント部２５に入力する。そして、プリ
ント部２５は、印刷画像データを印刷する。
【００２５】
次に、読取画像データを画像読取部から外部のコンピュータに転送する画像読取動作が、
説明される。
【００２６】
操作パネルを使用して画像読取が指示されると、コピーイネーブル信号が「ＬＯ」になり
、選択部２３は、画像読取部２２と読取バッファ２８とを接続する。画像読取部２２は、
原稿の画像を読み取り、読取画像データを生成すると、当該読取画像データは、読取バッ
ファ２８に、一時記憶される。一方、第１信号発生器２６が発生するクロック信号は、第
２信号発生器２７に入力される。第２信号発生器２７においてクロック信号を反転させる
ことによって発生させられるスキャンイネーブル信号は、読取バッファ２８に入力される
。読取バッファ２８は、スキャンイネーブル信号が「ＨＩ」になったときに、１画素分の
読取画像データを出力する。１画素分の読取画像データは、バス部４０Ｂを経由して、コ
ントローラ３０の読取バッファ３４に転送され、一時記憶される。
【００２７】
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このとき、プリントイネーブル信号は、信号線４０Ａを経由し、コントローラ３０の第２
信号発生器３２に入力されている。したがって、第２信号発生器３２は、複写機部２０の
第２信号発生器２７から出力されるスキャンイネーブル信号と同期している、スキャンイ
ネーブル信号を出力する。当該スキャンイネーブル信号は、読取バッファ３４に入力され
る。その結果、複写機部２０の読取バッファ２８からコントローラ３０の読取バッファ３
４に、１画素分の読取画像データが転送されると同時に、読取バッファ３４から外部のコ
ンピュータ５０に、１画素分の読取画像データが、転送される。
【００２８】
次に、印刷画像データを外部のコンピュータからプリント部に転送する印刷動作が、説明
される。
【００２９】
外部のコンピュータ５０で用意された印刷画像データは、コントローラ３０の印刷バッフ
ァ３６に、一時記憶される。そして、信号線４０Ａを経由して印刷バッファ３６に入力さ
れているプリントイネーブル信号が、「ＨＩ」になったときに、印刷バッファ３６に記憶
されている印刷画像データは、Ｃ・Ｍ・Ｙ・Ｋの色順かつ画素単位で、バス部４０Ｂを経
由して、複写機部２０の印刷バッファ２９に転送され、一時記憶される。
【００３０】
一方、プリントイネーブル信号は、複写機部２０の印刷バッファ２９にも、入力されてい
る。つまり、同期したプリントイネーブル信号が、印刷バッファ３６および印刷バッファ
２９に、入力されている。その結果、１画素分の印刷画像データが、コントローラ３０の
印刷バッファ３６から複写機部２０の印刷バッファ２９に転送されると同時に、１画素分
の印刷画像データが、印刷バッファ２９からプリント部２５に転送される。そして、プリ
ント部２５は、転送された印刷画像データを印刷する。
【００３１】
次に、画像読取動作と印刷動作とが同時の場合を説明する。具体的には、読取画像データ
を画像読取部２２から外部のコンピュータ５０に転送する画像読取動作中に、印刷画像デ
ータを外部のコンピュータ５０からプリント部２５に転送する印刷動作が開始された場合
、あるいは、印刷画像データを外部のコンピュータ５０からプリント部２５に転送する印
刷動作中に、読取画像データを画像読取部２２から外部のコンピュータ５０に転送する画
像読取動作が開始された場合である。
【００３２】
画像読取部２２によって生成された読取画像データは、読取バッファ２８に、一時記憶さ
れ、スキャンイネーブル信号が「ＨＩ」になると、バス部４０Ｂを経由して、読取バッフ
ァ３４に転送される。一方、外部のコンピュータ５０で用意された印刷画像データは、コ
ントローラ３０の印刷バッファ３６に、一時記憶され、プリントイネーブル信号が「ＨＩ
」になると、バス部４０Ｂを経由して、印刷バッファ２９に転送される。
【００３３】
スキャンイネーブル信号およびプリントイネーブル信号は、クロック信号に基づいており
、図２に示すように、位相が半周期つまり１８０゜ずれた信号である。したがって、クロ
ック信号が「ＬＯ」である場合、スキャンイネーブル信号は、「ＨＩ」であり、プリント
イネーブル信号は「ＬＯ」である。一方、クロック信号が「ＨＩ」である場合、スキャン
イネーブル信号は、「ＬＯ」であり、プリントイネーブル信号は「ＨＩ」である。したが
って、クロック信号が「ＬＯ」である場合、１画素分の読取画像データが転送され、クロ
ック信号が「ＨＩ」である場合、１画素分の印刷画像データが転送される。
【００３４】
以上のように、クロック信号の周期に基づいて、読取画像データおよび印刷画像データが
、１画素単位で、交互に転送される。したがって、共通のバスを使用して、画像読取動作
と印刷動作とを同時に実行できる。
【００３５】
なお、読取画像データおよび印刷画像データの転送速度は、同じとなる。さらに、読取画



(8) JP 4479054 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

像データおよび印刷画像データの転送は、画素毎に同期させて実行することが必要である
が、読取画像データおよび印刷画像データの先頭部を、一致させる必要はない。例えば、
原稿１頁分の読取画像データの画像読取動作と、原稿１頁分の印刷画像データの印刷動作
とを同時に実行するためには、読取画像データの頁始めのデータと印刷画像データの頁始
めのデータとを、転送の開始データとして同期させて転送する必要はない。したがって、
読取画像データおよび印刷画像データは、随時転送できる。
【００３６】
［実施の形態１の変形例］
図４に示されるデジタル複写機１０Ａは、複写機としての機能する複写機部２０Ａ、複写
機部２０Ａと外部のコンピュータとの間における画像データの転送を制御するコントロー
ラ３０Ａ、および複写機部２０Ａとコントローラ３０Ａとを接続している共通のバス４１
を有する。
【００３７】
複写機部２０Ａの画像読取部は、原稿の画像を読み取り、１画素当たり２５６階調で表現
されている８ビットのＲＧＢの読取画像データを、パラレルで生成する。したがって、バ
ス４１は、プリントイネーブル信号が転送される信号線４１Ａと、ＲＧＢの三色に対応す
る３本のバス部４１Ｂ，４１Ｂ，４１Ｃを有する。なお、バス部４１Ｂ，４１Ｂ，４１Ｃ
は、それぞれ、Ｒ用・Ｇ用およびＢ用であり、８ビットの画像データを転送するため、束
ねられた８本の信号線から構成されている。つまり、バス４１は、画像データの転送用に
、２４本の信号線を有する。
【００３８】
したがって、読取画像データを画像読取部から外部のコンピュータに転送する画像読取動
作においては、読取画像データは、複写機部２０Ａからコントローラ３０Ａに、ＲＧＢの
３色同時に転送される。具体的には、Ｒの読取画像データは、バス部４１Ｂの８本の信号
線を経由し、Ｇの読取画像データは、バス部４１Ｃの８本の信号線を経由し、Ｂの読取画
像データは、バス部４１Ｄの８本の信号線を経由し、コントローラ３０に、パラレルで転
送される。
【００３９】
また、印刷画像データを外部のコンピュータからプリント部に転送する印刷動作において
は、印刷画像データは、コントローラ３０Ａから複写機部２０Ａに、ＣＭＹＫの一色毎に
転送される。具体的には、印刷画像データは、Ｇ用のバス部４１Ｃの８本の信号線を経由
し、複写機部２０に、シリアルで転送される。
【００４０】
さらに、画像読取動作と印刷動作とが同時の場合においては、読取画像データは、バス部
４１Ｂ，４１Ｂ，４１Ｃを経由して、複写機部２０Ａからコントローラ３０Ａに、ＲＧＢ
の３色同時に転送される一方、印刷画像データは、Ｇ用のバス部４１Ｃを経由して、コン
トローラ３０Ａから複写機部２０Ａに、ＣＭＹＫの一色毎に転送される。読取画像データ
および印刷画像データの共通のバス部４１Ｃを経由しての交互転送は、上述のように、ス
キャンイネーブル信号およびプリントイネーブル信号に基づいて、実行される。
【００４１】
すなわち、Ｒ用のバス部４１ＢとＢ用のバス部４１Ｄの合計１６本の信号線は、読取画像
データの転送のみに使用されるが、Ｇ用のバス部４１Ｃの８本の信号線は、読取画像デー
タの転送と印刷画像データの転送のために、使用される。
【００４２】
［実施の形態２］
図５に示されるデジタル複写機１１は、複写機部２１・コントローラ３１および複写機部
２１とコントローラ３１とを接続する共通のバス４２を有し、ライン単位での動作のタイ
ミングを示している水平同期信号に基づいて、読取画像データおよび印刷画像データを、
バス４２を経由して交互に転送することを特徴とする。実施の形態２は、この点で、画素
単位での動作タイミングの制御信号であるクロック信号に基づいている実施の形態１と異
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なっている。
【００４３】
具体的には、コントローラ３１は、図６に示されるHSync信号の検知に基づいてHD＿Print
信号を発生させる第１信号発生器２６Ａを有する。HSync信号は、プリント部２５のプリ
ントヘッドのポリゴンミラーが１回転するたびに出力される各ラインの印刷開始位置の基
準信号である。HD＿Print信号は、ポリゴンミラーの有効走査領域に対応し、１ライン分
の印刷画像データを必要とするタイミングを示している水平同期信号である。また、HD＿
Print信号が「ＨＩ」の場合、印刷画像データが、コントローラ３１から複写機部２１に
転送される。例えば、１ラインが５００ドットで構成されている場合、HD＿Print信号の
周波数は、実施の形態１におけるクロック信号の周波数の５００分の１となる。
【００４４】
複写機部２１の第２信号発生器２７Ａおよびコントローラ３１の第２信号発生器３２Ａは
、HD＿Print信号に基づいて、HD＿Scan信号を発生する。具体的には、HD＿Scan信号は、H
D＿Print信号を反転させた信号であり、主走査方向の１ライン分の原稿画像読取りのタイ
ミングを示している水平同期信号である。また、HD＿Print信号が「ＨＩ」の場合、読取
画像データが、複写機部２１からコントローラ３１に転送される。
【００４５】
複写機部２１の画像読取部２２Ａは、原稿の画像を読み取り、１画素当たり２５６階調で
表現されている８ビットのＲＧＢの読取画像データを、パラレルで生成する。したがって
、図７に示されるように、バス４２は、コントローラ３１から複写機部２１にHD＿Print
信号が転送される信号線４２Ａと、ＲＧＢの三色に対応する３本のバス部４２Ｂ，４２Ｂ
，４２Ｃを有する。なお、Ｒ用のバス部４２ＢとＢ用のバス部４２Ｄは、読取画像データ
の転送のみに使用されるが、Ｇ用のバス部４２Ｃは、読取画像データの転送と印刷画像デ
ータの転送のために、使用される。
【００４６】
つまり、デジタル複写機１１に係る転送手段は、水平同期信号を発生する第１信号発生器
（水平同期信号発生手段）２６Ａと、水平同期信号発生の立ち上がりと立ち下がりとに応
じて、読取画像データおよび印刷画像データを、共通のバス４２を経由して、交互に転送
する交互転送手段（第２信号発生器２７Ａ・読取バッファ２８・印刷バッファ２９・第２
信号発生器３２Ａ・読取バッファ３４および印刷バッファ３６）とによって、構成される
。
【００４７】
次に、図８のフローチャートを参照し、読取画像データを画像読取部から外部のコンピュ
ータに転送する画像読取動作と、印刷画像データを外部のコンピュータからプリント部に
転送する印刷動作とを同時に実行する場合における、画像データ転送が説明される。
【００４８】
まず、画像読取動作と印刷動作との同時動作要求が発行され（Ｓ１）、複写機部２１が同
時動作のレディー状態に移行すると（Ｓ２）、コントローラ３１は、複写機部２１に対し
て、処理開始を要求する（Ｓ３）。次に、HD＿Print信号の立ち上がりの有無が、判断さ
れる（Ｓ４）。
【００４９】
HD＿Print信号が「ＬＯ」であると判断される場合、プロセスは、Ｓ８に進む。一方、HD
＿Print信号が「ＨＩ」であると判断される場合、外部のコンピュータ５１からの印刷画
像データのシリアル転送が、開始される（Ｓ５）。つまり、印刷画像データは、Ｇ用のバ
ス部４２Ｃを経由して、コントローラ３１からプリント部２５に、ＣＭＹＫの一色毎に転
送される。そして、プリント部２５は、印刷画像データを印刷する（Ｓ６）。次に、１ラ
イン分の印刷画像データの転送が、完了したか否かが判断される（Ｓ７）。１ライン分の
印刷画像データの転送が、未完了であると判断される場合は、プロセスは、Ｓ５に戻る。
一方、１ライン分の印刷画像データの転送が、完了したと判断される場合は、プロセスは
、Ｓ１２に進む。



(10) JP 4479054 B2 2010.6.9

10

20

30

40

50

【００５０】
Ｓ８においては、HD＿Scan信号の立ち上がりの有無が、判断される。HD＿Scan信号が「Ｌ
Ｏ」であると判断される場合、プロセスは、Ｓ４に戻る。一方、HD＿Scan信号が「ＨＩ」
であると判断される場合、画像読取部２２Ａからの読取画像データのパラレル転送が、開
始される（Ｓ９）。つまり、画像読取部２２Ａは、原稿の画像の読み取りを開始し、生成
された読取画像データは、ＲＧＢの３色同時に、それぞれバス部４２Ｂ，４２Ｃ，４２Ｄ
を経由して、コントローラ３１に転送される。そして、読取画像データは、外部のコンピ
ュータ５１に転送するために、コントローラ３１の読取バッファ３４に記憶される（Ｓ１
０）。次に、１ライン分の読取画像データの転送が、完了したか否かが判断される（Ｓ１
１）。１ライン分の読取画像データの転送が、未完了であると判断される場合は、プロセ
スは、Ｓ９に戻る。一方、１ライン分の読取画像データの転送が、完了したと判断される
場合は、プロセスは、Ｓ１２に進む。
【００５１】
Ｓ１２においては、１頁分の処理が完了したか否かが判断される（Ｓ１２）。１頁分の処
理は、未完了であると判断される場合は、プロセスは、Ｓ４に戻る。一方、１頁分の処理
が完了したと判断される場合は、プロセスは、終了する。
【００５２】
以上のように、ライン単位での動作のタイミングを示している水平同期信号に基づいて、
読取画像データおよび印刷画像データが、１ライン単位で、交互に転送される。したがっ
て、共通のバスを使用して、画像読取動作と印刷動作とを同時に実行できる。
【００５３】
なお、本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲の範囲
内で種々改変することができる。
【００５４】
実施の形態２においては、プリント部２５におけるプリントヘッドのポリゴンミラーの走
査効率が高い場合、印刷画像データの転送に必要とされる時間が、HSync信号の１周期に
占める割合が増加し、読取画像データの転送に使用可能な時間が減少する。しかし、これ
は、例えば、読取画像データの転送に使用される画素クロックの周波数を、印刷画像デー
タの転送に使用される画素クロックの周波数より高くすることによって、対処することも
可能である。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明された本発明によれば、読取画像データを画像読取部から外部のコンピュータに
転送する画像読取動作と、印刷画像データを外部のコンピュータからプリント部に転送す
る印刷動作とを、共通のバスを使用して、同時に実行できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　デジタル複写機の実施の形態１のブロック図である。
【図２】　実施の形態１における画像データ転送のタイミングを示している図である。
【図３】　画像データ転送を説明するための概略ブロック図である。
【図４】　デジタル複写機の実施の形態１の変形例における画像データ転送を説明するた
めの概略ブロック図である。
【図５】　デジタル複写機の実施の形態２のブロック図である。
【図６】　実施の形態２における画像データ転送のタイミングを示している図である。
【図７】　画像データ転送を説明するための概略ブロック図である。
【図８】　画像データ転送のフローチャートである。
【符号の説明】
１０，１１…デジタル複写機、
２０，２０Ａ，２１…複写機部、
２２，２２Ａ…画像読取部、
２３…選択器、
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２４…表色系変換部、
２５…プリント部、
２６…第１信号発生器（クロック信号発生手段）、
２６Ａ…第１信号発生器（水平同期信号発生手段）、
２７，２７Ａ，３２，３２Ａ…第２信号発生器、
２８，３４…読取バッファ、
２９，３６…印刷バッファ、
３０，３０Ａ，３１…コントローラ、
４０，４１，４２…バス、
４０Ａ，４１Ａ，４２Ａ…信号線、
４０Ｂ，４１Ｂ～４１Ｄ，４２Ｂ～４２Ｄ…バス部、
５０，５１…コンピュータ。

【図２】

【図３】

【図４】

【図６】
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